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図 6 追肥と収量構成要素、品質、食味

(基準：0.2kg/a、25 日前)
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図 4 ㎡あたり籾数と収量

図1 ㎡あたり籾数と食味 図3 ㎡あたり籾数と整粒歩合図 2 玄米タンパク質含有率と食味

図 5 ㎡あたり籾数と

成熟期窒素吸収量

表 3 幼穂形成期の生育診断基準

表 1 ㎡あたり籾数 32,000 粒を目標とした基肥窒素量の推定

図 8 7 月 10 日の茎数・葉色と㎡あたり籾数

表 4 「山形 95 号」の基本指標案
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表 2 ㎡あたり籾数レベル別の施肥量と窒素吸収量
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追肥窒素量（kgN/a) 追肥時期（出穂前日数）

収量 整粒歩合 玄米 稈長 穂数 1穂 ㎡あたり 千粒重 精玄米
タンパク 籾数 籾数 粒数歩合

(kg/10a) (％) (％) (cm) (本/㎡) (粒) (粒) (ｇ) (％)
630 75 7.0 82 460 70 32,000 23.3 85

㎡あたり 基肥 追肥 施肥窒素
籾数レベル 窒素量 窒素量 合計 穂揃期 成熟期
（×1000粒) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a)

～27 0.49 0.18 0.67 0.67 0.82
～29 0.48 0.18 0.66 0.70 0.90
～31 0.53 0.20 0.73 0.80 1.01
～33 0.56 0.19 0.74 0.87 1.04
～35 0.58 0.20 0.79 0.94 1.11
～37 0.69 0.20 0.89 0.97 1.13
37～ 0.84 0.20 1.04 1.25 1.37

窒素吸収量

図 7 ㎡あたり籾数と

7月 10 日の茎数・葉色

茎数 葉色 追肥対応
（本/㎡） （SPAD） (出穂前30～25日前、0.2kgN/aを基準として）

37～40 追肥を早める
41以上 葉色低下後、通常どおり追肥
37～40 通常どおり追肥
41以上 追肥を減らす
37～40 追肥を減らす
41以上 追肥を中止

540未満

540～640

640以上

地力窒素 必要施肥窒素 追肥窒素 基肥窒素

穂揃期 成熟期 吸 収 量 吸 収 量 吸 収 量 吸 収 量

(kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a)

0.75 0.28～0.32 0.10 0.18～0.22

0.80 0.23～0.27 0.10 0.13～0.17

注）地力窒素吸収量は、速度論的解析による利用可能地力窒素量の推定値

追肥窒素吸収量は、施肥窒素2kg/10a×利用率50%

基肥窒素量は、利用率30%で計算

目標窒素吸収量 基肥窒素量

(kg/a)

0.86～0.90 1.03～1.07
0.60～0.73

0.43～0.56

R
2
= 0.38

*

R2 = 0.73**

R2 = 0.25*
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